




 
＜要約＞ 
 保育所での万歩計の歩数および家庭での生活習慣が、その後の体格の変化にどのように

影響を与えているかを検討した。生活習慣の評価にはアンケート調査を用いた。肥満度の

変化と歩数、好き嫌いあり、遅い夕食の時間には正の関係がみられた。体脂肪の変化と関

連がみられたものはなかった。保育所での歩数が多いほど、1 年後、2 年後には肥満度が増

加しているということは考えにくく、集団生活のなかでの歩数は、本来の運動量を反映し

ていないことが推測された。幼児期～学童期の肥満予防のために介入には、家庭生活へと

幼稚園あるいは保育所での集団生活への 2 つの経路があり、集団生活の中の介入の方が比

較的容易と考えられる。今後、集団生活の運動への有効な介入方法の検討、およびその肥

満予防の有効性の検討が重要であると考えられた。 


